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園と家族会が主催して８月２日㈭、町特別養護老人ホーム「静
和園」で夏まつりが開かれ、入所者約50人が玄関前に集まり、

まつりを楽しみました。
　毎年恒例となっている祭りでは、ボランティアによる出店のほか、
さまざまな催しを企画。中里横笛愛好会がオープニングを飾り、
今年も健康ダンスグループ「べえ子ちゃん」のダンスや、中里三
味線会の唄と踊り、そしてよさこいグループ「夢幻天舞」による演舞が披露されました。さらに今年は、新企画
として小学生対象のジャンケン大会も開催。子どもたちのはしゃぐ声に、入所者の皆さんも目を細めていました。

宮野沢地区にあるふれあいセンターで８月１日㈬、西北地
区の緑の少年団が一堂に会し、交流会が行われました。

　20年近く行われているというこの交流会は、今回初めて町
で開催。約300人もの少年団員が、12班に分かれ、ウォークラ
リーと木工教室を交互に行いました。
　駐車場で行われた木工教室では、県産材でのイス作りを体験。
トンカチを使って、子どもたちは一生懸命作っていました。

　一方ウォークラリーでは、６つの仕切られたエリアでさまざまなチャレンジを体験。虫探しやクイズ、フィー
ルドビンゴ、ゲームなど、さまざまな催しに笑い声が上がっていました。

毎年恒例となっている金魚ねぶたづくり教室が、今年も
７月30日㈪・31日㈫の２日間にわたって開催され、15

人が参加しました。
　古川敏夫さんが講師となって２日間行われる教室では、初
日に骨組みや紙貼りなどの作業を行い、２日目に貼った紙へ
の下書きと色塗りを行いました。参加者は、色とりどりのオ
リジナルねぶたを完成させていました。
　今年初めて参加したという中里小５年の前田快人くんは「尾ひれを作るのが難しかったけど、楽しかった。野
球部の部室に飾りたい」と話していました。

農村活性化施設横の体験ほ場で８月21日㈫、小泊保育所の年
長児11人がじゃがいも掘りを体験しました。

　体験ほ場で一緒にいも掘りをしたのは、グリーン・ツーリズム
の会「かけはし」の会員８人。５月31日に会員が植えたものを、
子どもたちと一緒に収穫しました。
　体験では、つるを引っ張って、中のじゃがいもを掘り起こし。
巨大なじゃがいもに、歓声を上げて喜んでいました。

　作業後、粉ふきいもとスイカを食べた子どもたちは「掘るのは楽しかった」「デカいのが取れてよかった」と
体験を楽しんだ様子でした。

家族や地域とふれあう機会に
静和園夏まつり

森の機能を学ぶ交流会盛大に
西北地区緑の少年団交流会

思い思いの筆走らせ
中央公民館で金魚ねぶたづくり教室

大きなじゃがいも掘り当てビックリ
小泊保育所児童がじゃがいも掘り体験
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運動公園で７月29日㈰、第７回西つがる北五ブロック小学校陸上競技記
録会が行われ、町内外の選手500人が出場しました。

　うだるような暑さの中で行われた大会では、小学校選手のほか、未就学の
子どもたちも力走。多くの上位入賞者が出ていました。
■ 男子…１年100m １位 外﨑隼矢（中里クラブ）、２位 成田来河（中里クラブ）／
２年100m １位 小野倖太朗（中里クラブ）、２位 松谷温翔（中里クラブ）、３
位 久保田希空（小泊クラブ）／３年100m １位 米塚孔喜（中里クラブ）、３
位 佐野凱春（中里クラブ）／共通男子200m ３位 越野彪雅（中里J）

■ 女子…未就学児50m １位 古川郁子（中里保育所）、３位 中畑萌乃（中里保育所）
／１年100m ２位 中畑里穂（中里クラブ）／２年100m ２位 太田那琉（小泊ク
ラブ）

小泊ダム下の遊仙公園で８月１日㈬、子どもたちに森林
やダムを理解してもらおうと「森と湖に親しむ集い」

が行われました。
　この集いには、小泊小の４・５年生20人のほか、西北地
域県民局や津軽森林管理所金木支署の職員などが参加。午前
中にグラウンドゴルフや丸太切りなどの体験を行いました。
　午後はダム内の管理用通路を探検。外は30度に迫ろうか
という暑さでしたが、通路内はエアコンが効いたような涼し
さで、しばし暑さを忘れていました。ダムから出ると、メイ
ンイベントのイワナつかみ取り。川の中に裸足で入り、なか
なか捕まらないイワナを追って歓声を上げていました。

熱い中で熱戦展開
第７回西つがる北五ブロック小学校陸上競技記録会

ダム探検とイワナつかみ取り
森と湖に親しむ集い


